
選考方法

日本語小論文

解答方法

英語小論文

面接試験（英語）

数学能力適正検査

解答方法

E ＩＢ入試（自己推薦）概要

試験時間 50分 出題のねらい

DPで必要となる日本語の力を測ります。本校のDPプログラムで

は、文学・歴史・理科等で日本語の力が求められます。この試験

では、日本語の文章の読解力、課題文について自分なりに考える

思考力、自分の考えをわかりやすくまとめる表現力をみます。

出題形式

日本語の短文（評論・エッセイ・小説など）—2000字～4000字程度—を問題文（引用課題）を掲載

し、「読解についての分析、問題文についての自己の意見や批評を論述させる問題」を１題出題す

る。

50分 出題のねらい

本校のDPプログラムでは英語・数学を英語で学ぶことになりま

す。授業で必要となる英語の運用能力のうち、リーディング・ラ

イティングの力をみます。

800字～1000字程度（解答用紙は原稿用紙）

試験時間

出題形式

グローバルなあるいは身近な、社会的な問題が述べられた短い英文を読んで質問に答える。

PartA:内容についての理解を問う問題

PartB:設問に対して論述によって答える問題（字数制限なし）

日本語小論文、英語小論文、面接試験（英語）、数学能力適正検査

所定の解答用紙（解答を導く過程を書く問もあります）

試験時間 20分 出題のねらい

本校のDPプログラムでは英語・数学を英語で学ぶことになりま

す。授業で必要となる英語の運用能力のうち、リスニング・ス

ピーキングの力をみます。

面接手順
①資料（イラストや写真や短文）を見て、自分の考えをまとめる（10分）

②面接（個人面接）　英語での応答（10分）

試験時間 50分 出題のねらい
本校のDPプログラムで学ぶ数学・理科（生物・化学）で必要とな

る基礎的な数学の力や数学を考える論理的思考力をみます。

出題形式
問題は日本語で出題します。本校のB学科試験と同様の形式ですが、より論理的な思考力を問うよ

うなかたちで出題します。


